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Ⅰ．はじめに

　近年子どもに習わせたいおけいこ事の 1 位は英語な
どの語学になり，ついで水泳や公文などと，一昔前と
はおけいこ事情も様変わりしている．もちろん音楽

（ピアノ・ヴァイオリンなど）も常に上位を占めてい
るものの，住宅事情なども絡み，一時期ほど女子のお
けいこ事としてピアノが取り上げられることが少なく
なった．
　本学に 2012 年度入学してきた幼児発達学専攻の
学生へのアンケートでも「大学に入る前にピアノを
習ったことがない」という学生が 44 名中 15 名おり，

「習ったことがある」と答えた学生の中にも「３ヵ月
くらい」といったように，幼児発達学専攻への入学が
決まったあと，おけいこを始めた者も数名見受けられ
た．またオープンキャンパスの折に，受験生から「ピ
アノを習ったことがないのですが，大丈夫でしょう
か？」という質問をされるようになったのも，昨今の
世相を表しているかもしれない．

　前回の論文（1）で，筆者は保育現場における保育内
容の領域が「音楽リズム」から「表現」に代わって
20 年以上の歳月がたっているにもかかわらず，「音楽
リズムの時代と何も変わらない指導をおこなっている
園も多い」という現場の印象を述べた．「表現」とい
う領域になっても，子どもとうたを歌うときにはピア
ノ伴奏で歌うことが多いし（なかにはピアノで伴奏す
ると子どもたちの顔が見えにくいので，ギターなどを
用いることを推奨している保育者もいる），また保育
者の就職試験にはどの園でも必ずと言ってよいほど，
ピアノ，ピアノで弾き歌い，またはピアノによる新曲
視奏が課せられている．
　しかしながら筆者自身が母親として体験したことだ
が，ピアノはとても下手であるが，子どもと楽しそう
にうたを歌っていて好ましく思った保育者にも出会っ
たし，また一方ショパンなど弾けるほどの腕前をもち
ながらも，子どものうたを子どもとともに歌うのに適
したピアノが弾けない保育者も見てきた．そのような
体験から，筆者は音楽を指導する立場として，ピアノ
は弾けないより弾けた方が良いと思ってはいるもの
の，「弾ける」だけでは片付けられない問題が，そこ
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には存在していることを感じている．そこに必要なも
のは，一言でいえば感性または音楽性と呼ばれるもの
であり，それ抜きには音楽は完成することがない．
　音楽性というものをことばで表現していくことは大
変むずかしい問題であるが，その一歩として，今回は
学生の演奏の分析をとおして，音楽として成り立つた
めに学生の演奏には何が不足しているのか，またどの
ような指導をしていくことが，より音楽性を磨くこと
になるのかを考えてみたいと思う．
　本学では 1 年次に「器楽Ⅰ」という授業で，「バーナ
ム・ピアノテクニック１」と「バイエル教則本」を 100
番まで終了させている．その授業に続くものとして，
3 年次に履修する「器楽Ⅱ」があり，そこではピアノ
技術の習得にとどまらず，いろいろな作曲家の作品を
通じて「音楽的に弾く」ことが指導目標に設定されて
いる．そのなかで，学生がはじめに接するブルクミュ
ラーの作品について，まず分析していくことにする．

Ⅱ．ブルクミュラー作品のもつ意味

　日本において初心者のピアノ教育は，バイエルピア
ノ教則本からスタートすることが多い．バイエルに
対しては音楽教育者から数々の批判はあるものの（2），
保育者養成には不可欠なものになっており，「バイエ
ル 90 番修了程度」などというように，その人がどの
くらいピアノを弾けるかのレベルを示すひとつの目安
となっている．バイエルが修了すると，次に勉強する
のが「ブルクミュラー 25 の練習曲」である．このバ
イエル→ブルクミュラーという進み方をするのは日本
だけのことであり，筆者がピアノを始めた 50 年以上
も前から変わらないで踏襲されている（いろいろな新
しい試みがあっても，この進み方が王道として残って
いる）というのは驚異的なことと言えよう．
　ブルクミュラーの父は，デュッセルドルフ市の音楽
監督をした人であり，この教則本を書いたヨハン・フ
リードリヒ・ブルクミュラー（1806 ～ 1874）より，
弟のノルベルト・ブルクミュラーの方が傑出した音楽
家であったと，音楽辞典には記載されている．
　それではなぜ，この平凡な音楽家の作品である「ブ
ルクミュラー 25 の練習曲」がこれほどまでに日本で
愛され用いられているのであろうか．ひとつには彼が
ピアノ教師であり，ピアノを教えるためにこれらの曲
が書かれたことがあげられるだろう．すなわち，芸術
のための作品ではなく，教育のための作品として書か

れたという点だ．時代的にはロマン派に属するにもか
かわらず，和声は古典的であり，曲の形式も A-B-A
であり，曲自体が短い．また小さい手でも弾きやすい
音構成になっており，どちらかというと右手がメロ
ディー・左手が伴奏というバイエルの型を踏襲した曲
が多い．北村智恵氏は「ブルクミュラー 25 の練習曲

（全音楽譜出版）」の解説の中で，この曲集がエチュー
ド（練習曲）であることを強調し，調性や拍子などが
バランスよく配置されていることに，ブルクミュラー
のピアノ教師としての非凡さを見出している（3）．
　もうひとつの大きな特徴は 1 曲ごとにタイトル（標
題）がついていることで，イメージがつかまえやすい
ことである．例えば，子どもの発表会でよく演奏され
る J．S．バッハのメヌエット（ト長調）（4）や W．A．
モーツァルトのメヌエット（ヘ長調）（5）などは「メヌ
エット」としかタイトルがないので，「踊りの音楽な
のだなあ」とは理解できても，日本の子どもたちには
イメージがわきにくい．その点で，ブルクミュラーの
曲には「つばめ」とか「貴婦人の乗馬」など，イメー
ジが湧きやすいタイトルがついている．概してブルク
ミュラーの作品は，決してピアニストが演奏会で取り
上げるようなことはなく，あくまでも初心者がピアノ
技術を学びながら，少しずつ音楽的なことに触れてい
く機会を提供している作品と言えよう．
　本学においても，ピアノ技術の習得にとどまらず，

「音楽的に弾く」ことを目標としてこの曲集を取り入
れており，学生自身も「アラベスク（6）」「アヴェ・マ
リア（7）」「貴婦人の乗馬（8）」など，心魅かれる作品と
して，積極的に取り組む姿勢を見せてくれる．また，
これらの曲は保育現場において，折りに触れて子ども
たちに聴かせることも多く，特にモンテッソーリを取
り入れている幼稚園などで，気持ちを落ち着かせるよ
うな場面（集会の前など）に，「アヴェ・マリア」な
どの曲を生演奏で聴かせることもある．
　このように芸術的価値はともかくとして教育的価値
の高いブルクミュラーだが，その中にある「音楽性」
をどのように学生は感じ，どのように表現しているの
だろうか．

Ⅲ．学生の演奏とその分析

１．調査方法

　今回学生（幼児発達学専攻 3 年）6 名に協力しても
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らい，平成 24 年 7 月 6 日に調査をおこなった．被験
者に弾いてもらった曲は「ブルクミュラー 25 の練習
曲」のなかの「牧歌　パストラーレ」（9）である．この
曲を選んだ理由は，前述したように 1 年次にバイエル
をどの学生も修了しており，3 年の「器楽Ⅱ」の初め
に位置するこの曲は，7 月の時点でどの学生も弾き終
わっているはずの課題であるからだ．被験者の演奏を
ビデオカメラに録画する（手のみ撮影）とともに，音
質をクリアにするため同時に録音も別の機械で行っ
た．既習曲であるので，この調査に当たって特別に
レッスンはおこなわず，1 週間の予告期間を設定し演
奏してもらった．また同日，アンケートに回答しても
らった．今回被験者になった 6 名は「器楽Ⅱ」におい
て筆者が指導している学生であるが，このクラス分け
に関しては出席番号順に振り分けているだけで，能力
別にクラス分けしてあるものではない．

２．曲目解説

　「牧歌　パストラーレ」ト長調 8 分の 6 拍子の曲で，
29 小節の短い曲（繰返しをすると 37 小節になる）で
A-B-A 形式．初め 2 小節が右手だけで演奏され，そ
のあと左手の和音の上に，右手のメロディーが浮か
び上がる感じの曲である．北村氏はその解説の中で，

「左手はバグパイプのドローン管……（省略）……右手
は笛のようにやわらかく浮かび上がる音でメロディー
を弾く（10）」と述べている．この曲は右手に装飾音が
入るところが学生には難しいようだが，筆者の考えで
は 8 分の 6 拍子の感触をつかまえる方が難しい課題
だと思う．全体は Andantino でゆっくりと演奏され，
のどかな雰囲気の曲である．（楽譜 1 参照）

３．被験者に対するアンケート

　被験者に対しては「この曲は好きですか」「あなた
にとってこの曲の難易度はどれくらいですか」「この
曲をどのように弾きたいと思いますか」「『心をこめて
弾く』『音楽的に弾く』とはどのようなことだと思い
ますか」と質問をし，回答してもらった．以下にその
回答を記した．（アンケート用紙 1 参照）
⃝	「この曲は好きですか」
	 被験者 1 ～被験者 6 までの全員が「はい」と回答し

た．
⃝	「あなたにとってこの曲の難易度はどれくらいですか」

	 被験者 1・2・3・4・6 が「易しい」と答え，被験者
5 のみが「難しい」と答えた．被験者 5・6 は大学
に入ってからピアノを始めた者で，そのふたりにお
いても「易しい」と感じている者と「難しい」と感
じている者がいることがわかった．

⃝	「この曲をどのように弾きたいと思いますか」
	 被験者 1：	草原で動物たちと一緒に優雅に時間を過

ごす感じで，のびやかに弾きたい．
	 被験者 2：	羊飼いの一日（朝野原に羊を放って，犬

が羊を集める様子を見て，また小屋に戻
すまで）を表現できたらいいと思う．

	 被験者 3：	草原に出かけたように．
	 被験者 4：	アルプスの少女のように弾きたい．
	 被験者 5：	草原にいて，ほがらかな感じで．
	 被験者 6：	曲を感じ取り，入り込む．
⃝	「『心をこめて弾く』『音楽的に弾く』とはどのよう

なことだと思いますか」
	 被験者 1：	楽譜・強弱を理解する．気持ちをこめ，

最大限にその音を表現する．
	 被験者 2：	ただ音符を正しく弾くのではなく，雰囲気

や音の大小などまでも理解して弾くこと．
	 被験者 3：	心をこめて曲調をとらえて弾くこと．
	 被験者 4：	感情を込めることだと思います．
	 被験者 5：	曲やタイトルの意味・感じを理解しイ

メージを思い浮かべて弾くこと．
	 被験者 6：	曲をからだで感じ，イメージしながら弾

く．

４．学生の演奏の分析とその評価

	 被験者の各々の演奏をなるべく客観的に判断するた
め，筆者を含む３名のピアノ指導者（指導者 A・B・
C と記載）（11）によってその分析をおこなった．加え
て音楽的な演奏であるかを 10 段階で評価した（12）．評
価にあたっては，前述の 7 月 6 日に録画したものを再
生し，平成 24 年 7 月 13 日に全員同時に視聴した．
⃝	被験者 1 の演奏について
　　指導者 A：	丁寧に弾けている．	 音楽性：7
　　指導者 B：	強弱がほぼない．流れが止まっている．
			   音楽性：7
　　指導者 C：カチカチしたピアノである．ピアノが

歌っていない．	 音楽性：7
⃝被験者 2 の演奏について
　　指導者 A：ペダルのタイミングが早すぎて音が
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濁る．ハーモニーのミス多し．
			   音楽性：5
　　指導者 B：ある程度の和声感を有する．		

	 音楽性：8
　　指導者 C：再現部への ritardando（13）は上手．最

後の ritardando も音楽的．ペダルが
濁る．	 音楽性：8

⃝被験者 3 の演奏について
　　指導者 A：クライマックスがあって良かった．		

	 音楽性：8
　　指導者 B：フレーズを感じて弾いている．		

	 音楽性：9
　　指導者 C：	右手の音が脱力できている分柔らか

くて，好ましい．ritardando がなく
て，少しぶっきら棒．	 音楽性：9

⃝被験者 4 の演奏について
　　指導者 A：クライマックスに向かう大切なとこ

ろでミス．和音の解決する音が聞こ
えなかった．	 音楽性：6

　　指導者 B：	拍子を感じていない．フレーズの予
測が出来ていない．	 音楽性：7

　　指導者 C：	左の音の刻み方がかたい．カチカチ
したピアノ．音楽を感じていない．		
	 音楽性：6

⃝被験者 5 の演奏について
　　指導者 A：	フレーズのまとまりがうすい．		

	 音楽性：5
　　指導者 B：	すべての音価が同じになっている．

流れがない．	 音楽性：7
　　指導者 C：	ベタベタしている．音楽を感じてい

るところもある．	 音楽性：8
⃝被験者 6 の演奏について
　　指導者 A：	練習の配分がうまくなくて，ムラが

ある．ミス多し．	 音楽性：4
　　指導者 B：	メロディーと左の和音のバランスが

悪い．	 音楽性：7
　　指導者 C：カチカチしたピアノ．あまり得意でな

い感じ．	 音楽性：6

　音楽性のみの点数評価をみると，被験者 3 の演奏が
一番評価が高く，すべての教師が最高点を与えてい
る．また批評自体も総括すると「好ましい演奏」とい
うものだった．しかし学生の演奏を視聴した後の話し
合いでは，「音楽的に傑出して良い演奏はなかった」

というのが共通した感想であった．ここでまず評価す
る側の意識として，「音楽的な演奏かどうかを評価す
る」といっても，曲の途中で止まったり，何回も弾き
直しをされると音楽の流れがとまってしまうので，そ
の評価が低くなってしまうということがあった．また
学生側の問題として，この曲は授業のなかでレッスン
を受け合格をもらっているにもかかわらず，一度合格
してしまうと「この曲は終わり」という認識を持ち，
学習したことの継続維持を心がけようとはしないとい
う点がみられた．このことが前述の「音楽的に傑出し
て良い演奏はなかった」という指導者たちの感想につ
ながったと思われる．

　では，どのような点が学生の演奏に不足しているの
だろうか．この調査から得られた結果を踏まえなが
ら，次章で具体的に述べていきたいと思う．

Ⅳ．学生の演奏に求めたい音楽性について

１．学生の演奏に不足しているもの

　日頃学生の演奏に接していて，レッスン時間内で
は，どうしてもミスタッチや読譜の間違いなどを直さ
せるために時間を費やすことが多い．また音楽性とい
う点においては「学生たちは曲のイメージをあまりつ
かんでいないから，音楽的に弾くことができないので
はないか」と思い込んでいた部分があった．しかしな
がら被験者たちへのアンケートをみると，この「牧歌
パストラーレ」について，被験者 2 などは「羊飼いの
一日（朝野原に羊を放って，犬が羊を集める様子を見
て，また小屋に戻すまで）を表現できたらいいと思
う．」のようにしっかりしたイメージが出来上がって
いることがわかった．そうなってくると，やはりその
イメージを表現できるような技術力の不足，言い換え
れば指導者が当然と感じている演奏テクニックを学生
たちは知らないということにもっと目を向けるべきで
あろう．
　以下にどのようなテクニックが不足して，「音楽的
に弾く」というレベルに達していないのかを具体的に
挙げてみた．
・ 8 分の 6 拍子を，♪が 6 つという感じにとらえてお

り，大きく 2 拍子として感じることができていない．
・♪が 3 つ続くと，刻み方が同一になってしまう．
・和声感が欠如している．たとえば，減七和音
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	 （♯ド・ミ・ソ・♭シ）の厳しさから長三和音
（レ・♯ファ・ラ）への解放を味わうことができて
いない．

・ ritardando の意味は「だんだんゆっくり」と理解
していても，どのように ritardando するのか適切
な判断ができていない．特に最後の音を少し丁寧に
入ることが効果をもたらすことを理解していない．

　このような書き方をすると技術偏重のようにとらえ
られるかもしれないが，イメージを音に表すために
は「こんな感じ」というようなアバウトな教え方では
なく，具体的なテクニックの指導が必要なことは否め
ない．もちろん，学生の演奏を否定するのではなく，

「もっとこういうふうに弾くと，あなたのイメージに
近くなるのではないのかな」というような加点方式の

指導が必要と思われる．
 

２．�エッシェンバッハの弾く「牧歌  パストラーレ」

　次に，「牧歌　パストラーレ」をプロのピアニスト
が弾いたらどのような演奏になるのかを分析してみる
ことにする．
　今回この論文を書くにあたり，教育者の弾いたブル
クミュラーの演奏ではなく，一流のピアニストが演奏
した CD をさがし，どのような演奏をしているのか，ど
のような点が音楽的なのか，筆者が学生の演奏に不足
していると感じた点を一流のピアニストはどのように
弾いているのかを分析してみた（楽譜 1 参照）．なお，
この楽譜に書かれた分析はすべて筆者の見解である．

楽譜１

繰り返しされたあと一段音量が小さくなる繰り返しされたあと一段音量が小さくなる
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　演奏しているクリストフ・エッシェンバッハ（14）は
ドイツの優秀なピアニストであり，数々の国際音楽コ
ンクールに入賞しているほか，近年指揮者としても活
躍している．エッシェンバッハが意図的に演奏してい
るのか，もうそのような音楽的な弾き方が無意識のう
ちに出来てしまっているのかはわからないが（たぶん
後者であろう），練習曲を超えた芸術的なブルクミュ
ラーの演奏である．
　先程学生の演奏で指摘した♪が 3 つ続くところにお
いて，エッシェンバッハは初めの一音を微妙に長めに
弾いている．すなわち楽譜上は均等に♪がならんでい
ても，演奏する際にはコンピューターや機械で演奏す
るような均等割りではないのである．また，同じメロ
ディーを繰り返す時に決して同じ音量で弾かないた
め，音に遠近感が出る．加えて和声を意識することに
よって，緊張と弛緩そして空間の広がりが演奏に感じ
られる．最後なども，ritardando していった最後の音
を弾く前に少し間をおき，小さい呼吸をして静かに終
わる感触がある．当然のことであるが，とても「音楽
的な弾き方」である．ここまでの演奏をのぞむことは
無理だとしても，学生にこのようなピアノの弾き方が
あるということを理解してほしいと思う．
　それではどのような指導をしたらこのような音楽的
な演奏ができるのか，その指導法を具体的に述べてみ
たい．

３．具体的な指導法

　小森光紗氏は「ブルグミュラーを題材として創造性
を養うための研究」のなかで，「楽譜をコピーしたも
のにカラー筆記用具を用いて曲のイメージを描かせ，
独自の制作楽譜を作ったうえで実際のピアノ演奏をさ
せる」という試みをおこなっている（15）．小学校の鑑
賞授業などでも，「聴いた音楽を絵に表す」といった
形で音を視覚化する手法はよく使われるが，一般に全
体的な印象を漠然と一枚の絵にすることが多く，音の
微妙な展開を追って描くことはむずかしい．絵は静止
しているものだが，音楽は次から次へと音が流れてい
くものだからである．
　筆者としては音を追いながら物語を作っていくほう
がふさわしいのではないかと考えている．例えば被験
者 2 などはしっかりとしたイメージをアンケートで
答えているので，「どこの音楽が朝野原に羊を放った
ところか」「どこの音で犬が羊を集めた感じがするか」

「羊たちはどんな感じで小屋に戻ったかをピアノで表
してみて」など質問をしながら物語を作り上げていく
と，音に対するより明確なイメージが出来上がるので
はないかと思う．
　また第二の方法として，「スポーツで日頃学んでい
ることを生かす」ということを提案したい．「学生の
演奏に不足しているもの」のところで最初に指摘した
8 分の 6 拍子における 2 拍子感の体得には，大縄跳び
の縄をまわす感じで腕を動かす練習が有効である．特
に本学の場合，新体操のリボンの演技も鑑賞できる環
境にあることから，浮遊布などを使って柔らかな腕の
動きを体得させていくことができるのではないだろう
か．また♪が 3 つ続いても均等割りでないことなど
は，ダンスのステップを学んだ者なら理解できるはず
である．
　また以前フォルテの音を出すのに何の準備もなく弾
く学生がおり，「あなたは野球でボールを遠くに投げ
ようとするとき，どうするのか」と質問してみたら，

「ふりかぶってから投げる」と答えた．「ピアノも同じ
で，大きな音を出す前にはその準備が必要であり，そ
のとき息を吸って準備し，音を出す瞬間に息を吐く」
と説明したところ，とても良いフォルテの音が出るよ
うになったことがあった（16）．学生は，運動では当た
り前にやっていることがピアノでは出来なくなる．運
動で得た能力がピアノでも同様に大切であるというこ
と，また体育大学で培っているスキルが音楽にも応用
できるということを理解してもらいたいと思う．また
筆者にとっては，音楽と運動スキルとの関係をもっと
明確に示せるようになることが今後の課題である．
　

Ⅴ．ま と め

　「学生のピアノにどこまで求めるのか」という問題
は，どの保育者養成大学においても大きな課題であ
る．奥千恵子氏はその論文の中で，「すべての者が生
まれながらに持つ音楽性や創造力を引き出し，自ら伸
びる力を援助することが，指導する者に求められる共
通かつ最重要の役目（17）」と述べ，まず学生の演奏を
受け止め，励まし，学生のレベルや性格や個性を考え
たうえで，柔軟に援助していくことの大切さを繰り返
し説いている．
　本学では「器楽」を指導するにあたって，年に 3 ～
4 回器楽会議を開き，指導方法などの共通理解を持つ
ようにしている．その際，「保育現場はそれほど高い
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レベルを求めていないので，我々も少し指導をゆるく
してもいいのではないか」という意見があがることも
あるし，どのレベルまで短いレッスン時間の中に指導
できるのかが話題になることも多い．保育者養成大学
におけるピアノ指導は短い時間に大人数教えなくては
ならないし，また音楽のプロを育てるわけではないの
で，あまりに厳しいレッスンは敬遠される．前述の奥
氏は「楽曲を仕上げていくプロセスにおいて，より感
受性を高めるような指導をすること」（18）を提唱して
いるが，短い時間の中で学生の音の間違いを指摘し，
運指のあまりにおかしいところを直したりしている
と，それだけでレッスン時間は終了してしまう．学生
が勤勉で，前の週に注意されたところを直してきてく
れていれば次の週はもっと音楽的な部分，音楽らしく
弾くためのイメージ作りなどに取りかかれるのだが，
半分以上の学生はもとにもどって同じ注意を繰り返す
ことになっているのが現状である．しかしながら，筆
者の考えとしては，低きに流れればいくらでも低くな
るのが世の常であり，将来，幼児期という大切な時期
をあずかる保育者になるからこそ，ピアノを使用する
ときは音楽的な良い演奏ができるレベルまで育ってほ
しいと思うのである．また学生のなかには，もしかし
たら今後一生ピアノを習うこともない者がいるかもし
れない．せめて 4 年間の学生生活の中で，「一応弾け
た」というレベルを超えて，「音楽的に弾いた」とい
うレベルまで，数曲で良いので，その体験と感動を学
生には味わってほしいのである．
　そのための具体的な指導法として，まず「音を追い
ながら物語を作ってみる」ということ，次に「スポー
ツで日頃学んでいること，すなわち学生たちが日頃運
動で培ってきたスキルを音楽にも応用する」というこ
とを筆者は提案した．それに加えて最も根本的なこ
と，そして一番必要なものとして「良い音楽を聴き，
耳を育てる」ことを挙げたいと思う．
　学生は音楽の歴史や時代による様式感のちがいなど
の知識をほとんど持っていない．たとえばソナチネな
どに取り組んでいる学生に「心をこめて弾いて」と言
うと，テンポに緩急をつけてうねるように弾き出すこ
とがある．古典派の音楽には大きなテンポの緩急は
なく，正確な拍をきざんでいく中に，多少のアゴー

ギク（厳格なテンポリズムに微妙な変化をつけるこ
と）があることがのぞましいのだが，学生はそのこ
とを理解していない . そこで，それを知識として教え
るのでなく，指導者が授業の折りに何回か小さい演奏
会を開き，古典派・ロマン派・印象派などの小作品を
解説付きで聴かせることによって体得させていきたい
と考えている．学生の中には新しい曲の情報を得る
ために，YouTube を利用している者もいるようだが，
YouTube の演奏は玉石混交である．「心をこめて音楽
的に弾く」ということを示すには，指導者の生の演奏
が一番である．そのために指導者自身が常に良い演奏
が出来るよう努力することは言うまでもない．そして

「音楽的に弾く」ためには感性が必要だが，その中に
は感情に流されてしまいそうな部分を抑える理性とテ
クニックも必要であり，そのバランス感覚が，その人
の演奏の個性になっていくことを理解していってもら
いたいと思う．
　それに加えて，学生の中には注意を与えると「私は
心をこめて弾いているんですけれど」と言って，自分
の演奏がどのようになっているかをあまりわかってい
ない者もいる．これは「客観的に聴く耳」が養われて
いないということである．このような場合，筆者は携
帯の動画などを含む電子機器に録音・録画させてい
る．すると自分の演奏が再現されたものを聴くことに
よって，こちらの注意していることを理解してくれる
ことが多い．難しい曲が弾けるようになってからでは
なく，器楽の 1 回目のレッスンから音楽的な耳を養
い，自分の演奏を聴く活動を取り入れていけば，たと
え技術が未熟であったとしても音楽的な演奏をしよう
とする心構えができるはずである．
　先日 4 年生が 1 ヶ月の幼稚園実習を終え大学に戻
り，子どもと一緒に歌ったうたを披露してくれた．そ
のとき子どもと過ごした 1 ヶ月が彼女たちの演奏に大
きな影響を及ぼし，どの学生も温かい音楽を奏でてく
れた．このように音楽は他者の存在を意識した時に大
きな変化を遂げる．指導者として，より一層「音楽的
に弾いて聴かせる」ことに重点を置いた教育を心掛
け，ゆくゆくはそのことが，学生をとおして幼児の豊
かな音楽体験につながっていってくれることを切に
願っている．



−76−

アンケート用紙１

全員にブルクミュラーの 3 番「牧歌」を弾いてもらいます。
その際、ビデオとテープに音の録音をしますが、  顔は映しません。またこれは研究なの
で、評価には全く関係がありません。

♪アンケート
１．大学に入る前にピアノを習ったことがありますか？	 はい・いいえ
　　「はい」の人は、どのくらいの期間ですか？　　　　　　　　	 年くらい

２．現在ピアノのレッスンに通っていますか？	 はい・いいえ

３．一週間にどのくらいの時間練習しますか？	 分くらい

４．ブルクミュラーの「牧歌」は好きですか？	 はい・いいえ

５．あなたにとってこの曲の難易度は？	 非常に難しい・難しい
	 非常に易しい・易しい

６．この曲をどのように弾きたいと思いますか？

７．どのようなピアノを上手だと思いますか？

８．「心をこめて弾く」「音楽的に弾く」とはどのようなことだと思いますか？

９．「リズムを正しく弾く」とはどのようなことだと思いますか？

以上　ご協力ありがとうございました。



（ ）

−77−

ブルクミュラー指導に関する一考察

注
（１）	諸冨満希子（2012）「子どもと学生の相互学習による音

楽表現の試み」，日本女子体育大学紀要第42巻：p. 45-p.47
（２）	1990年代になって我が国では，「バイエル」に対する批

判が一斉にわき起こった.この最大の理由はバイエルが二
流の作曲家であるという点にあった．それに代わるものと
して，フランスの「メトードローズ　ピアノ教則本」，ア
メリカの「トンプソン　現代ピアノ教本」などを使う指導
者も多い．

（３）	北村智恵氏は「ブルクミュラー 25の練習曲（全音楽譜
出版）」の解説の中で，調性・拍子・デュナーミク・テン
ポなどのバランスが良いことを指摘している．

（４）	BWV. Anh. 114
（５）	KV. 1c
（６） 	「ブルクミュラー 25の練習曲」の中の2番目の曲．原題

はL’arabesque.
（７） 	「ブルクミュラー 25の練習曲」の中の19番目の曲．原

題はAve Maria.
（８） 	「ブルクミュラー 25の練習曲」の中の25番目の曲．原

題はLa chevaleresque.
（９） 	「ブルクミュラー 25の練習曲」の中の3番目の曲．原題

はLa pastorale.
（10）	北村智恵氏による「ブルクミュラー 25の練習曲」の解

説 p. 7．バグパイプは空気を送りリードを振動させること
によって音を出す民族楽器．スコットランドのものが有
名．旋律を演奏するチャンターの他に一本ないし数本の通
奏管ドローンがつき（伴奏のようなもの），同時に演奏さ
れる．

（11）	本学の器楽指導にあたっている辛島安妃子・竹内悦子
の両氏．

（12）	10段階評価の観点は，およそ以下のようなものである．
10 大変音楽的に弾いている，9・8 楽譜に書いてある音楽
用語・曲想記号などは守って弾いている，7・6 音楽的とは
言えないものの曲としてなんとか弾いている，5以下 演奏
として成り立っていない．

（13）	ritardandoは「だんだんゆっくり」の意味．
（14）	クリストフ・エッシェンバッハは1940年ブレスラウ生

まれのドイツのピアニスト．1962年にミュンヘン国際音楽
コンクールで1位なしの2位入賞．現在は指揮者としても
活躍している．ここで使用したCDは「エッシェンバッハ
／ピアノ・レッスンシリーズ2」でドイツグラムホンから
出されているもの．

（15）	小森光紗（2009）「ブルグミュラーを題材として創造
性を養うための研究─保育者養成課程でのピアノ指導を通
して」，音楽表現学Vol. 7：p. 103．なお小森氏はブルグミュ
ラーと作曲家を表記していたので，そのまま使用した．

（16）	ピアノ教育者の伊達華子氏は長年の指導経験から「息

を吐きながら打鍵すると力みはなくなる」と述べており，
呼吸に重点を置いた指導法を提唱している．

（17）	奥千恵子（2009）「保育者養成と演奏技法─保育指導と
してのピアノ奏法」，四天王寺大学紀要第48号：p. 138

（18）	奥千恵子（2009）「保育者養成と演奏技法─保育指導と
してのピアノ奏法」，四天王寺大学紀要第48号：p. 148
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